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発表内容 地下水汚染対策の効率的・効果的な推進に寄与することを目的に、地下水汚

染発見後 20年をひとつの区切りとしてとらえ、汚染発見後 20年が経過する汚
染地区を対象に平成 21年度から地下水汚染状況等に関する詳細調査を実施し、
汚染範囲の再確認や汚染低下の見込み等について検証を行っている。 

平成 23 年度は平成元～2 年度にトリクロロエチレンによる地下水汚染が発
見された一連の地下水汚染 3地区で調査を行い、平成元～2年度調査結果と比
較した。その結果、汚染源に最も近いＧ市Ｉ地区では、トリクロロエチレンに

よる環境基準超過地点は元年度調査の 14地点（29.8％）に対し 23年度調査で
はなくなり、環境基準以下での検出地点のうち環境基準の 2分の 1以上検出さ
れた地点は両年度調査とも 3点であったが、その検出地点の範囲は狭くなった。
また、両年度調査で比較可能な 10 地点における濃度変化率の平均は－80.5％
と全体的に汚染濃度が大きく低下していることが確認された。 
Ｇ市Ｉ地区の地下水流向方向北側に隣接するＧ市Ｈ地区では、トリクロロエ

チレンによる環境基準超過地点は元年度調査の 12地点（34.3％）に対し 23年
度調査では４地点（12.5％）と大幅に減少したが、さらに北側に位置するＪ市
境側で汚染濃度が高くなっている可能性がうかがわれた。また、両年度調査で

比較可能な 11 地点における濃度変化率の平均は－44.5％（濃度上昇の１井戸
を除く 10 地点では－64.7％）と全体的には汚染濃度がかなり低下しているこ
とが確認されたが、その平均変化率はＧ市Ｉ地区に比べて小さかった。 
Ｇ市Ｈ地区のさらに北側に隣接するＪ市Ｋ地区では、トリクロロエチレンに

よる環境基準超過地点は 2 年度調査、23 年度調査とも 2 地点であり、環境基
準の 2分 1以上～環境基準以下の範囲で検出された地点は 2年度調査の 1地点
に対し 23 年度調査ではなかったが、地下水汚染が南方面のＧ市側から連続し
たものであることが確認された。また、両年度調査で比較可能な 2地点におけ
る濃度変化率の平均は－49.1％とＧ市Ｈ地区と同程度であった。 
広域的な観点からの考察では、汚染源直近のＧ市Ｉ地区ではトリクロロエチ

レン濃度が大きく低下したのに対し、その地下水流向下流側のＧ市Ｈ地区とＪ

市Ｋ地区では依然として環境基準超過地点や濃度変化率の低い地点があるこ

とから、比較的高濃度のトリクロロエチレンが地下水流向に沿って相対的に北

方面に移動しているものと考えられた。 
 


